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日本藻類皐合合 則

(綿則)

~ U海水令は EI木総領併合と柄する。

封~ 2 総本舎は旗争の証!l~千f:.& を刷り ， 1J[せて合員相互の!A約llfi.に税l陸をl図るこ とを

目的とする。

第3f!条 *舎はjjij僚の目 ((.Jをよ主するために，次の事業を行う。

1. 総合のsfl骨il(年1Ii'l)

2. ~誕類に附する研究令， 講習合， r~集令~~の開骨'11

3. 定期刊行物の汲1"11

4. その他iiii僚の目的を泌するために必要な事業

第4俗本舎の事務所は合:長のもとにおく 。

第 5fi島本合の司王X&p]1[は 4JI 1 11 1こ始まれき'2JI~ 3 JJ 31 11 tこ終る 3

(曾員)

第 6総合員は次の3f，nとする。
1. :!)J.通合.Q(藻類に仰心をもち，木令のl凶旨に賛同する fl~l 人災は図[本で，役員令

の承認するもの)

2. ~，容令良(秘与の主主主主にniIiJ:があり，本舎の趣旨にr"e同する fll，l 人で，役員舎の

打HI話するもの)

3. q寺川合員(本令0itlß旨に賛同し，水令の滋J長に特に~{f f)i~ した伽j 人叉は閤 [本で，

役員令のtff隠するもの)

第7総本合に入令するには，fI:]oJr，氏名 (1¥1，¥11本名)胤淡を記入した入合1¥1込??を令

長に主主:11すものとする。

現~ 8 係合員は毎年合'et300 IDI a:前納するものとする。但し名容令只及び特別合員は

合践を要しない 3

(役員)

第 9鈴木令に次の役Rをおく。

令長 - ~任期は2 ヶ .{I'- とする )

幹事 脊干名 (任Wlは2ヶ年とする)

令長は総合に於て令艮1¥'よりこれを選11¥する。幹事は合長が令員rl'よりとれを指

名する。

(刊行物)

第10f~ 木令は定Wl刊行物「秘類」を年:.l [f'l刊行L，令長に無料で頒;:(Iiする。

附則

との含則は昭和 28年 10刀11日から施行する。



京都市及び近郊の水田産ツヅミモ

金網善恭氷

Y. KANETSUNA: Studies on Desmid-flora from the 
paddy-fields of Kyoto City and Vicinity 

藻類の生活環境としての水田は人為的影響頗る大である。即ち水田の水

質は水源，土質によって異なる上，更に薬剤の使用，施肥の種類，時期によ

り左右される。故に此の中に生存する藻類は殊更に制約されたり，時には，

或る種類の繁殖が助長される事は考えられる所である.然し此処では，水回

の土質，水源，施肥等の相違という事を論外において，水固という共通した

環境において，藻類(特にツヅミモ)がどの様に分布しているかという事を中

心に研究した。本研究において終始御指導を頂いた，京都大学理学部附属大

津臨湖実験所山口久直先生に深く感謝の意を表します.

採集地概説

京都市周辺16箇所より材料を採集した。 材料はクキクナ， アオミドロ

等が生育している，ツヅミモの多く生存していそうな場所より採集した.採

集箇所は第1表及び略図を参照されたい.

第 1 宏
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赤褐色(7It色)

同上

勢京都市立滋野中学校
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2 

様本番号

若菜類第4谷第1号昭和31年5月

No.l1 

No.12 

No.13 

No.14 

No.15 

No.16 

採集地

区椋干拓附主主

六地蔵附近

同上

委の社附主主

上賀茂附近

上賀茂

採集日 IpH I備 考

1955.7. 25 

1955. 7. 28 

1955. 7. 28 

1952. 7. 23 

1950.7. 30 

1950. 7. 24 
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種類の分布

(番号は第1表の様本番号)

第1園 ツグミモ採築地略図

椅 類

第 2表
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第註

採集地(番号は第1図参照) 出現
1247  8 9 W~M W U筒所

. + 1 1. PenÏJ:!!!i_margaritαc~um (EHRENB.) 
BR宜B.

2.NetThιmD旬it仰佃HRENB・)ITZIGS 
& ROTHE. 

3. Ple1wota叩 iu，?n7'rαbec悦1α(EHRENB・)
NAG. 

十・ 十・ 2

十・十1 十 +十 5
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金網: 京都市及び近郊の水岡産ツグミモ s 

種 類

4α08terium aC6r08Um (ScHRANK) 
EHRENB. 

5. Ol. attenuatum EHRENB. 

6. cl. Oornu EHRENB. 

7.α. Dia惚aeEHRENB. 
8. cl. Ehrenbergii MENEGH. 

9.α.Libe伽 tαFOCKE
α.L必ellulaF∞KE var.伽termed似m10. 
(Roy & Bl田町)G.S. WEST 

11. Ol. sp. +十

12.α，.mo旬，uiferum(BORY) EHRENB. 
13.α.pr，伽 longumBREB. ・+

採築地{番号は第1図参照) 出現
124 7 8 9 ro 12Umffi箇所
件・+・ • 2 

+・ -件・+1-件 4

・+・ 1
・+・ 1

+・・+・ 2
+ 1 

+・・・・・・ 1
• 2 

+件+珊+1-冊柵・ 7
. + 2 

14. Ol.prαelongum BREB. f. brebior WEST + +・+・・・・・・・ 8
15. cl. pa開 ulumNλG. ・・・・・・・+・・・ 1
16.α.世抑制 KUTZ.

17. ~包Q8trum Q/匁8atumRALFS. 
18. E:仏[捌lo側 mDE日'.su加p.伽 T仰

NORDST. 

19. Eu. verrUC08um EHRENB. 
却 M'ICrasteria8ぬ8emdentata(NλG.) 

ARCHER 
008marium Q/間協ulo脚 ，mBREB. var. 21. _UOII~~~ ~"~:.'~~__':'-~軍
の加inumW. & G.8. WEST 

盟.008. binum NORDST. 

23. 008. circulαr REINSCH 
24.白'8.cymatopleurum NORDST. var. 
Arckerii 

25. 008. ，f.，!.6J!'!:D，協側dullumvar. validulm 
WEST & G. S. WEST 

26. 008. !，f)，1\m~~雌8 f. depr688a W. 
& G.8. WEST 

Z7. 008. impre88ulum ELFV. 

部.008. Ob80lett棚田ANTZ.)REINSCH 

29. 008. Sp. 

30. 008. Quad?um LUND. 

31. 008お邸付SF-var.側 bl<ω
32. C08. SUb(品脚加tmWEST 

33. 008. su如何tumidumNORDST. 

34. 008. ..，su.~t:"!:r..f!!~"!.'?:. ~!~~.) SCHMIDLE 
.m'伽orScHMlDLE 
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4 若菜類 第 4~ 第 1 号昭和 31 年 5 月

積

35. C08. Turpinii BREB. 

類 採集地(番号は第1図参!l日) 出現

1247  8 9 roH U U W附F庁

36. C08. Z':!.':.'l!f'l1;，ii J~É~T~~~ eximium 
WEST & G. S. WEST 

+ . . 1 

十・・榊・・ s
87.Cos-smα旬.gulαl'LUND. f. m伽imα
NORDST. 

+ . . 1 
1 

・+・・ 1

・2

38. C08. Menegh伽.iiBREB. + 
39. C08. sp. (26図)

40. C08. sp. (28図) 十+

41. C08. sp. (32図) ・・・・・・+・+・+3 

42. Stαurα8trum LUND. f. minima NORDST.十・・・十・・・・・・ 2
計 103 5 3 13 7 5 4 11 10 10 81 

以上出現種類を各属毎に一括すると次の様である。

lt詰 名

Pe鈍似m

Netn:um 

Pleurotaeπium 

Cl08terium 
Euα8trum 
Micrαsteri，αs 
C08m前向m

StαU1・αstrum

計

第 3 表

採 集 地

124  7 8 9 10 H U m w ~ 
1 1 

1 

1 ・ 1 1 

4 322  3 134  1 

2 2 

1 

1 ・ 2

115  

6 4 33 

4 

1 

5 ・ 2 1 6 3 2 0 8 2 4 33 

1 ・・・ 1 ・・・・・・ 2

ro 3 5 3 lli 7 5 4 11 10 10 U 

即ち今回京都地方水田より得られたツヅミモ 42種類中 Closterium属13種

Cosmarium属21種計34種，出現種類総数の約80%を両属で占めている。

更に出現欣態を見るに， 両属で66/olで， 種類と略同じ数値を示していた。

然し，ClosteriumとCosmariumを比較すると，種類数は，Closteriumが

少ないが出現率は大である。池沼においては，以上2属と共に Staurastru1仰

属が重要な memberであるが，水田においては今回 1種を得ただけで，倒

体数も級めて少なかった。 Closierium属の中では，Cl. monilifemm， Cl. 

venus， が n .iJlji'l~l: に富み個体数も多く ， Pleurolaenium Trabecula が此れ~Ì;

に次いでいたが，Cosmarium及び其の他では，以上のものに相当するもの

が認められなかった。

- 4ー



金網 : 京都市及ひ'近郊の水国産ツグミ モ 5 

10 11 v l:! " 
16 

闘 の説明 註 !.'，・長 さ B"'r!1 

第 1圏 Ple1'/'1'otaen仰刊1，TTαbecnlα(EHRF:NB.) NλG. L640μB (base of semicell) 40μ 

第 2圃 Net1'i'仰 11.D1:git1'/'S (EHRENB.) ITZIGS. & ROTHE. L 180μB45μ 

第 3圏 ClosteTiwnLibell'/l.la. FOCKE L325-330μB43-45μ 

第 4圃 Ctzrd鳴23rM?刊Z伽刊1，(ROY & BrSSET) L 110μ B22μ 

第 5.10. 11箇 Cl.αce1'oSm11.(SCHRANK) EHRENB. L680μB37-38μ 

第 6圏 α.p1'αelongum BREB. f. b1'eVi01・WEST L390μB20μ 

第 7園 Cl，Pγαeloηgu:rn BREB. L560μB20μ 

- 5ー



6 喜薬類第4巻第 1号昭和31~5 周

21 

GeGGemG 

第 8図 Cl.m仰 iliferum(BORY) EHRENB. 

第 9園 Cl.Cornu EHRENB. 

第}2.17圃 α.attenuα伽m EHRENB. 
第13国 Cl.sp. 

第14園 Cl.切削8KUTZ. 

第15圃 Cl.Ehrenbergii MENEGH. 

第16園 Cl.par世tU旬mNλG.

第四園 Cl.Di仰 αeEHRENB. 

A己s
L200μB35μ 

L98--100μ B7s 

L560μB40μStriae28 

L280μB40μStriae 44-46 

L45μB7-8ρ 

L330μB70μ 

L420μB30μ 

第四国白勺22-d22zffum(T剛)SSHMIDLE f. 
L120μBl6--17.μ 

L1l0μB70μ 
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金綱: 京都市及び近郊の水国産ツグミモ 7 

第20園 C08.LundeUii var. ellipticum WEST L70μ B58-60μ 

第姐園 CサEfm L75μ B68μ 

第盟国 Cos-dm.se.tWdmES制Tdutmvar.叩 t必:umWEST & L48tt B45μ 

第お園 Cos-Gm.Sm.箭伽EdSfT BRtB.var.eMmfumWEST & L40μ B85μ 

第24園 C08.cymat叩leurumNORDST. var. Archerii L60μ B45μ 

第25園 C08.Turp伽iiBR孟B. L50μ B50μ 

第26園 C08.Sp. L85μ B28μ 

第z1園 C08.QUαdrum LUND. L50μ B50μ 

第28園 C08.Sp. L85μ B25μ 

第却毘 C08.8ubpro如midumNORDST. L80μ B25μ 

第30園 C08.側 bdanicumWEST L21μ Bl8Jl 

第31圏 C08.impre88Ulum ELFV. L21μ B17，μ 

第32園 C08.Sp. L82μ B26.μ 

第88園 C08.Norimbergen8e f. depre88αW. & G.S. WEST L14μ B14μ 

第84圏 Cos-WMα犯.仰g&uelgGoMs.uMSm.dWBBERRS孟tTBB. . L21μ  
B16μ 

第35園 C08.anaul08Um BREB. var. conc加 'tm(RABENH・) L18μ B10μ 

第36園 Euα8trumverrUC08Um EHRENB. L80，μ B70μ 

第37園 Eu.αn8αtumRALFS. L72μ B40μ 

第38園 Eu.sp伽ul08umDE臼.subsp.伽ermi8NORDST. L50μ B45μ 

第39園 Stαurαstrum punctulat句協 BREB. L21μ B21μ 

第40園 Micrα8teria8desemゐntatα(NλG.)ARCHER L57-58μ B57-58μ 

第41園 Cosmαrium8exangular LUND. f. mmima NORDST. L16μ B13μ 

Summary 

Desmid-flora from the paddy-fields of Kyoto City and its vicinity were 
observed.旬19results obtained are as follows: 
1.τ'he desmids occurred in this area are as many as 42 species， of which 

84 are belonging to the genera Closterium and Cosmarium. 
Both genera are rich in number of individuals as well as of species， but 
Staurαstrum and others are very scant. 
2. Among the genus Cl08teri叫.m，Closterium 1ItOnilifeγumand αoste州 l.m
venu8 are the most popular species. 

-7-



'8 毒薬ー類 祭主巻第1号昭和31年 5月
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紅藻ヒヂリメンの体の構造と

生殖器官に就いて

川端清策*

S. KAWABATA: On the structure of the frond. and 
the reproductive organ 

of Cyrtymen旬 spαrsαOKAMURA.

1. 緒言 Cyrtymenia属は F.SCHMITZが KleinereBeitrage zur 

Kenntnis der Florideen (Nuova Notarisia 1896)において発表した新属であ

る。 Cyrfymeniasparsa OKAM.は故岡村博士により福島県小名浜産のー紅

藻に与えられた学名で，本種の分布は我が国では南は茨城県大洗から，北は

青森県下北郡下風目迄知られている。 SCHMITZによれば Cyrtymenia属は

Gratelouρza属と Aeodes属に近似のものであるが，その体の厚く革質なこ

とは Pachymenia属と似ていて，それと異る点、は表皮層がそれよりも薄く，

表皮膚を構成する細胞の下部のもののみが横に連鎖すること，四分胞子を形

成する部分が平滑でなく小さい平たい幾分盛り上った部分に生ずること，盤

果は厚い外表皮層の全体を占むるのではなく，表皮層と内層との中聞に存す

ること，誕果には被覆紙の明らかなものなきこと等の性質を挙げている。然

るにヒヂリメシにおいては下記の如く上記の Cyrtymenia属の特徴と一致し

脅北海道学芸大学岩見沢分校

~8 ー



川端: 紅義ビヂ官メンの体の構造と生殖器官に就いて 9 

ない点が多いので， 北大山田教授は1952年日本植物学会大会において， 本

種は将来一新属を創設する必要ありと述べられている。筆者は山田教授指導

の下に常陸国大洗産の材料で本種の体の構造，及び生殖器官に就いて研究を

行ったので，此処に発表して本種の分類学上の位置を明らかにする資料に供

する.本研究中終始御懇篤なる御指導を賜った山田教授に深甚なる謝意を表

する.又材料採集に御協力下さった茨城県下妻第二高校宮崎方夫氏，北大理

学部大学院学生田沢伸雄氏に謝意を表する.

2. 供試材料 1954年5月及び1955年4月， 常陸国大洗において採集

したもののフォルマリシ液潰材料。

3. 体の構造若い体は表面平滑であるが，成熟したものでは雌性体，

雄性体及び四分胞子体共に体表に縮緬肢の縦鍛を有し，体の厚さは 500μ内

外である.表皮躍は5乃至6層が普通で下部附着点附近においても殆ど厚さ

に変りがない.表皮層の最外!留はやや細長い楕円肢の細胞から成り，之に統

く細胞は球形又は楕円形である.内部皮層は外皮層及び中皮層の細胞に比し

て著しく大形の球朕戒いは不規則な球蹴細胞から成り，著しい星形細胞は見

られない。表皮層における横の連絡は最内層で見られるだけで，中皮贈にお

いては極めて稀れに，外皮層においては全く見られない。度層細胞列は2乃

至3回文蹴に分岐する。髄総は径5μ 内外で叉賦或いは不規則に分岐し，可

なり密であり，内部皮膚の細胞と述絡する.ツルツlレ，ブダラク等における

場合と同様本種においても亦四分胞子体の皮層細胞は有性体のそれよりも大

形である。

4.四分施子嚢四分胞子嚢は内部皮層の大形細胞から分岐した最初の

中皮層の細胞と同格で，多くの場合最外層の細胞から 3番目の細胞に相当す

る所に生ずる(Fig.1).故岡村博士によれば，四分胞子嚢は体の両面に一様

(evenly)に生ずると述べられているが筆者の観察する所では四分胞子麗は体

の両面に生ずるが，体表の猛反曲の山即ち隆起した部分に生ずることは殆んど

なく，谷の部分にのみ生ずる。この事は上記の如く F.SCHMI官が Cyrtyme-

nia属の性質として述べた「四分胞子嚢は平たい幾分盛上った部分に生ずる」

事とは著しく呉った点である。分裂様式は十字様である。

5. 精子嚢精子嚢は不規則な球朕で体の最外層の細胞と同格のほ細胞

から生じ体の両面に一様に分布している。精子嚢はコットンプリ品{で染め

た場合にその内容は一様に染まることなく，必ず片寄った一部分が濃く染ま
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川端: 章E藻ヒヂリメシの体の構造と生殖器官に就いて 11 

" 

聞の蔵明

1.四分胞子選体の横断.Xωo
2.維.位体の繍断.Sp靖子..SM 
精子母細胞 X仰

3.カルポゴン枝を離する枝窓
x400 
4.億合したカルポゴン桟.Cヵル
ポゴン.H胎原列細胞.S支持細
胞.T受精毛 x400
5.助細胞を織する枝重量.A助細胞
xω0 

6.謹絡糸に惑絡した助細胞IC.F.
這入って来た漣絡糸.IIC.F.新し
〈出て行〈漣絡糸.G成胞糸
×ω0 

7.8.9.10.畿果の発迭の順序を示
す.7.8図x400. 9図x270.10 
図x180
11.遜果を有する体の横断(宇や模

式的).x25 

る.精子母細胞は最外層の細胞に

比じて細く且つ長い(Fig.2).

6. 雌性生殖器官髄綜末端

の細胞から分岐する原形質に富む

球形細胞列の最初から普通3番目

の細胞が支持細胞となり，カルポ

ゴン枝は此支持細胞から分岐して，

一個の胎原列細胞とカルポゴシから成る.胎原列細胞からは更に数個の細胞

からなる小枝を分岐する.受精毛は太く，特にカルポゴシに近い部分は膨れ

て往々一個の細胞と見ちがえる様子を呈する (Fig.3)。

助細胞は原形質に富む大形の細胞で畏楕円形をなし，髄緋末端の細胞か

ら分岐された原形質に富む細臨列に介在的に生じ，普通髄緋末端の細胞から

4番目に当る。助細胞とカルポゴ γは別々の枝叢中に形成される(Fig.5)。

7. 嚢呆形成の過程 カノレポゴンは受精すると胎原列細胞と癒合し，此

総合細胞から数本の述絡絡を出す (Fig.4)。此の述絡緋が助細胞に迎結し，第

1回目の成胞粉、を分裂する頃に助細胞の下部から別に1本の述絡締を出し，

(Fig.6)，恰も 2本の迎絡絡が助細胞に這入ったように見えるが (Fig.7，8，9)， 

-11ー



12 若葉類・第4!/器第1号昭和31年 5月

1本は入ったもので，他は出たものである。本研究では此の新しく出た述絡

総が更に他の助細胞に連絡する所を追跡することは出来なかったが，恐らく

之は更に別の助細胞を求めて迎結するものと推測される.

助細胞l士連絡線に連結した後数回成胞絡を分裂し，やがて果胞子を生じ

仁を形成する。此の時枝叢の細胞は著しく分岐して仁を囲み嚢果を形成する。

難果を囲む被覆総は枝叢細胞に由来する細胞の外に髄赫に由来するものも加

わり可なり密である (Fig.9，10)。成熟した誕果は乾燥標本ではその存在が肉

眼で認められるが，生体では雛曲のため認めるのが困難である.難果は体の

下部及びJ二部末端を除いては両面に一様に生じ，髄部の中央或いはそれ以下

迄埋没する。果孔附近は皮j層部の陥没が特に甚しい(Fig.ll)。

Summary 

1. The structilre of the frond and曲目 reproductive0培姐 are目tudiedin 
Cyrtymen'似 8par8aOKAM. co11ected at Oarai in Hi旬chiProvince. 
2. The fronds are ruglωe at surface when fertile. bu色evenand smooth 
when young. The cortical layer is consisted of mostly 5 or 6 laye四 ofce11s. 
The ce11s of the surface layer are oblong， and the following cells are spheri-
個 1;they are disposed in den昌弘 anticlined rows becoming larger downwards. 
The inner cortical layer is consisted of scatぬred.large cells， which are not 
stellar in shape. The medu11ary layer is consisted of elongated. creeping and 
interlaced ce11ular filaments. The medullary filaments are branched dichoω-
mously or'irr匂gularly，and are dispωed more or 1倒sdensely. The transverse 
ω，nnections of cortical cells are only found in the innerm叩色 layers，rarely in 
仙emiddle layers. but no色ata11 in泊施 outerlayer. 
3. 由1etetrasporangia are divided cruciately， scattered on both surfac凶，
but they are produced on the part of concave surface. no七on世1econvex 
sUDface. 
4. The spermatangia are produced from spermatangial mo也ercells， which 
are homotog，叩3to也ecells of the surface layer. 
5. The carpogone and位1eauxi1iary cell are developed in the separate 
ampul1ae. The carpogonial branch is tv.to-celled. being composed of carpogone 
and hypogenolls ce11. 
6. After fertilization the carpogone and the hypog岨 ouscell make a 
fusioh cell. ，The fusion cell produc鰯 severalconnecting filaments.， After ωn-
nection wi也 connectingftlaments， the auxiliary cell produces a newω，nnect-
ing fila雌聞twhich seems toωntinue its growth towa吋3other auxiliary cells. 
7. 旬1enucleus is surrounded by a fi1四1entousb錨 ketconstructed out of 

也eold ampul1ar brancbωand the medul1ary ftlam阻 ts. These filaments are 
dichotomousely branched， but not reticulated. The cysto巴arpsare produced 
on bo七hsurfaces of the frond and half immerse:l to the medullary layer. 
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~*: アマノリ類の生活史，斡にf'fr謂夏ノ・リt亡就いて 13 
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UI悶幸男(羽田:): タンパノリ及びそれに類似の紅誌の一群に就いて. 第17四日本

植物学会犬会講演要旨.

アマノリ類の生活史，特に所謂夏ノリに

就いて(マノレパ型アサクサノリの生活史)

(予報)

黒木宗倫*

M. KUROGI: Life-l).istory of Porphyra， e3pecially 
。nso-called “summer plantlets" 

(Life-history of P. tenera KJELLM. rou旬dtype) 
(preliminary account) 

冬期繁茂するアマノリ類が，夏期どんなy状態で存在しているか，そして

冬に形成される果胞子がどんな行動をするかについて圏内・外において色々

の考えがなされていた。

我が国では

(1) 殖回 (1929，1937)その他の夏ノリ説，即ち果胞子は放出されると直

ちに発芽して所謂ノリになり，夏の聞も肉眼的な或いは顕微鏡的なノりとし

て存在し，このノリから放出される中性胞子(単胞子)が秋に出現するノリの

起原になる。

(2) 国校日939)その他の果胞子休眠説，即ち果胞子は夏期海底で休[¥l¥;

し，秋になって成熟して浮上し，之が発芽してノリになるという 2つの考え

があった。

しかして両者共に休眠の有無の煮はあるが，果胞子はノリとして発芽し，

糸版発芽は異;伏なものであると見倣した。之に対して DREW(1949，. 1954)は

恭東北海区水産研究所
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14 議類第4港第1号昭和31年5月・

チνマクロノリにおいて果胞子が貝殻に附着して発芽すると Chonchocelis
と同じ形態のものになることを報告し，黒木(1953)その他はアサクナノリそ

の他のアマノリ類において同様のことを認め，更にこの Conchocelis体から

秋に単胞子が放出され，之が発芽して再びノリとなることを確め，冬期繁茂

するアマノリ類は夏の間 Conchocelis体として存在していることが明らかに

された.しかして殖回の所調夏ノリが何んなものであるかについては未だ十

分な説明が与えられていない(以上黒木， 1953参照).

筆者は引統きアマノリ類の生活史の研究を行って来たが，種類によって

夫々特徴のある生活史を示し，現在までに4つの型を認めることが出来た。

その中の 1っとしてマノレパ型アサクサノリで，所謂夏ノリによる越夏もある

ことを知ったので，之の生活史の概略を述べ，夏ノリによる越夏について言

及する.

アサクサノリと一般に云われているものは幾つかの種類或は品種からな

り，又他種をも混同している場合が多い様であるが，国枝(1939)はナガパZIll.

とマノレパ型の2つを区別した。須藤(1950)はコスヂノリをも含めて7つの烈

を区別し，国枝のマノレパ型を型1として取扱っている。このマノレパ型は楕円

形・卵形・円形・腎臓形或は漏斗服を示すもので，国校 (1939)，須藤 (1950)

は10月末から 11月初或は11月から 12月初に中性胞子を形成し，以後果胞

子を形成すると報告している。

以下述べることは主として松島湾において 1952年からマルパ割アサク

サノリの天然に自生しているもの，ノリ棋に附着したもの及び附着させたも

.1圃 マノレパ型アサク+ノリのi町長と繁殖器宵の変化
~ー無性繁司直，~ー有性繁殖， nー中性胞子援のみを形成している無性体，
naー中性胞子旗・精子援を形成している体， nca (=cna)ー中性胞子援・果胞
子襲及び精子援を形成している体 caー呆胞子選・精子援を形成している有
性体， ( )は一般的でないと思われるもの或は稀なものを示す。

-14ー



黒木: ア噌71)類の生活史，特に所調夏ノリに就いて 15 

のによって，又室内の実験によって得た結果である(第1，2，3図L

マルパ型アナクナノ 9は一般に9月末乃至10月初に肉眼的大きさとな

って出現する。 12月から2月にかけて最も良く繁茂し， 3月末から 4月初に

かけてやや衰えるが，再び5-6月によく繁茂する。 7月に再び衰え始め8月

初句までには消失する.

このノ Pには前記の国枝，須藤が報じた様に2種類の胞子即ち無性的な

中性胞子と有性的な果胞子が形成される.前者は発芽して直接ノ 9になるも

のであるが，後者は糸賦発芽をなし，貝殻に附着すると Conchocelis体とな

る.そしてこの白nchocelis体から秋に単胞子を放出し，この単胞子は発芽

してノ Pとなり，秋期出現のノリの起原となる.なおマノレパ型アサクサノ P

のConchocelis体の成熟・単胞子放出の時期はナガパ型アサクサノリより早

い様である.上記の2つの胞子即ち中性胞子と果胞子は形成時期を異にして

いる.即ち出現し始めの秋 (10月)には中性胞子を形成し， 之によって次々

にノ Pが増えて行くが，冬(12-2月)になると中性胞子の形成は止り果胞子

が形成される.所が存 (4月)になると今度は果胞子の形成が1.¥:り， 再び中

性胞子を形成する様になり，之によって新しく多数のノリが繁茂する。消失

期の8月上句まで中性胞子を形成し，反復出現し乍ら繁茂をつづける.

秋の中性胞子形成から冬の果胞子形成に移る時及び冬の果胞子形成から

中性問手
ー 10Q-

ー12月ー 10月ー

IU周 マルバ型アザタサノリの生活環

15 
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蒋の中性胞子形成に移る時には，有利i化或は中性化の過程として，中性胞子

褒と精子饗を同一個体に，又中t'J:胞子袈・精子褒及び果胞子褒を同一個体に
布するものが存在する。

次に秋早く出現したノリは中性胞予を形成して後，更に果胞子を形成す

泊I
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慕木: アマノリ類の生活史，蜂にlifr謂夏ノリに就いて 17 

る様になるが，やや遅く出現したノリは中性胞子を形成することなく直接果

胞子を形成するに至る。更に冬に果胞子を形成したノリは，流失するものも

あるが，春になって再び中性胞子を形成する様になるs なお秋おそく或は冬

の初めに出現し，冬期十分生長することの出来ないノリでは，果胞子の形成

なく春になって中性胞子を形成する様になる。 4月以降に出現したノリでは

中性胞子だけを作る。

なお無性的な繁殖器官即ち中性胞子襲の形成，有性的な繁殖器官即ち精

子嚢・果胞子彊の形成は種々の環境に左右されるものの如く，生育場所によ

ってその時期にずれがあり，又冬期に果胞子のみならず中性胞子をも形成す

ることがある。又前記した5-6月によく繁茂したノリが8月にも消失しな

いで 9月即ち次のノリの出現期まで引続いて存在し，このノリの中性胞子

が Conchocelis体からの単胞子と共に次期出現のノリの起原となることがあ

る。この 5-6月によく繁茂するノリは夏期の水温・気温の低い年に遅くま

で残り，又日蔭になる所或は乾燥し難い基物で遅くまで残る様である。松島

湾では夏の寒かった1953年には9月まで残り次のノリの出現期まで引継が

れ， 1954年には8-9月に稀に探し出すことが出来る程度であったが， 1955 

年は夏の暑い年で7月末頃に消失し 8月以降は全く見付け出すことが出来

なかった。この様な点からも，未だ十分な調査は行っていないが，地域的に

も無性繁殖或は有性繁殖の時期のずれ，又中性胞子形成のノリが引続き存在

するかどうかの差異等があるものと考えられる。

殖回の所調夏ノリはその報告及び標本によると，以上に述べたマノレパ型

アサクサノリの春から夏にかけて生育し，中性胞子を形成するノリと同じも

のの様である。即ち殖回はマノレパ型アサクナノリ及びナガパ型アサクサノリ

を同一種と見倣し，マノレパ型アサクアノリを見て所謂アサクナノリが夏ノリ

によって越夏すると考えたものと思われる。しかしてナガパ型アサクサノリ

及びその他のアサクナノリ煩縁種においては，マノレパ型アサクサノリに見ら

れる様な夏ノリは存在しない。之等の詳細は別の機会に述べる予定であるが，

種類によっては Conchocelis体の外に夏ノリ (夏期に存在し，しかも中性胞

子を形成するノリを意味する)によっても越夏し次期出現のノリの起原とな

り得ることを知ることが出来る。

なおアサクサノリのナガパ型とマノレパ裂について，国枝(1939)は前者を

PorPhyraとし，後者・に MetaporPhyraなる属名を提唱した。 この新属の
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18 藻類費H巻第1号昭和 31~5 周

提唱の可否は別として，両者はその形態・生活史の差異から別種として取扱

われるべきものと思われる。又木下・渋谷 (1941，42， 43)が北海道の有珠湾

でスサピノ Pの生活史を調べ，殖回 (1929，193句と同様な考・えを報告した

が，木下・渋谷の云うスサピノりは，その報告及び筆者の調査によると，上

述のマノレパ型アサクサノリと同じ形態及び同じ生活史を示し，殖回 (1932)の

スサピノ 9(P. yezoensis UEDA)とは区別されるべきものではないかと思わ

れる。之等についても後日詳報したい。

最後に御教示，御校聞を賜った北海道大学教授山田幸男先生，標本の閲

覧及び御教示を得た東京水産大学殖国三郎博士及び東海区水産研究所須藤俊

造博士に厚くお礼申し上げる。又本研究に終始御激励をいただいた当研究所

谷田専治博士及び種々の援助を得た平野和夫君に深く感謝する。
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一一一一一一 (1937): アサクサノリの生活奥に関する研究. 日*-誌.Vol. 6. No.2. p. 
91. 
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アカパ属の雄性生殖器官にクいて

田沢仲訂p

N. TAZAWA: on the rnale reproductive 
organ of the genus Neodusea. 

アカパ属 (Neodilsea)の雄性生殖器官については，北大時回数授がアカ

パ(N.yzndoana)について記載され，ヨーロッパ産の Dilseaedulisとの相

違について述べられているが， マノレパアカパ (N.tenuipes)については知ら

れていない。筆者は1955年10月，室蘭・モトマリでアカパ及びマノレパアカ

パの雄性体を各々数個体得ることが出来たので，ここに雄性器官の発達過程

を観察した結果を報告する。

雄性体は雌性体及び四分胞子体に比べて，体の色が少し淡いが，一般に

殆んど肉眼的には識別し得ない。雄性器官は体の下部を除いた全表面に形成

されるので，表面観は雌性体及び四分胞子体より小さな細胞が密集してい

る。

精子母細胞 (Spermatangialmother cell)は皮層細胞から形成される。精

子母細胞を形成する細胞は細長く生長し，細胞質を豊富に含むようになる。

色素体はこの細胞の基部に見られるがj 先端部，即ち精子母細胞として発達

する部分には見られない。やがて，この細胞は体の表面と平行に，或は斜め

に隔膜を形成して分裂する。こうして 1個の皮層細胞から 1-2個の精子母

細胞が形成される(第4図)。前記の如く精子母細胞には色素体は含まない。

十分に成熟した精子母細胞の先端に，細胞質の極めて豊富な突起が生ず

る。この突起の形成と前後して精子母細胞の核が分裂を始め，娘核の一つは

突起内へ移行し，他の一つは精子母細胞内に留まっている。この突起が生長

すると，体の表面に平行に，或は斜めに隔膜が生じて分裂する。これが精子

嚢 (Spermatangium)である(第1，2，3図)。一般に各精子母細胞から 1-2個

の精子襲が形成される。精子嚢が成熟すると頂端部が破れ，ここから精子

(Spermatium)を放出する。

アカパ (N.yendoana)の雄性器官は時回数授も述べている如く ，Dilsea 

のそれと全く形肢を異にしている (NEWTON，1931， Fig. 170B)。精子母細胞・

勢北海道大学理学部植物学数百室
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第1~3 園精子震の発迭を示す 1 圃

アカパ (N・yendoαηa) の楕円形型.
x200.2園アカパの球形型. x200. 
s園マルパアカパ (N.tenuipes). 
x200. 

第4園精子母細胞の発迭を示す x
200. アカパの球形型 C:皮層細胞
S:精子嚢 Sm:精子母細胞.

精子麗の形成，発達の過程はアカパ

及びマノレパアカパ共に同じであるが，

それ等の大きさ及び形肢に相違が見

られる。更にアカパにおいては二つ

の型がある。その一つは第1図に示

したもので，精子母細胞は 3-4x 

12-15μ の大きさで棒肢をなし，精

子嚢は 4-5x 10-12μ の長楕円形

である。これは時回数授が示した図

45 

4 

(TOKIDA， 1943， fig. 4)と一致する。他の一つの型は第2図に示したもので，

精子母細胞は前者に比べ著しく小さしその大きさは前者の精子彊とほぼ同

じである。即ち 4-5x8-10μ の長楕円形である。更に精子嚢においては，

前者は長楕円形であったのに対し， ζ の型のものは4-5x5-7μ の球形に

近い楕円形である。かくの如く，アカパの雄性器官には二つの型があり，精

子嚢の型から前者を楕円形型 (elliptic-type)，後者を球形型 (grobular-type)

とに分けることが出来る。マルパアカパについては第3図に示したが，精子

母細胞は4-5x8-10μ の長楕円形であり，精子襲は3-4x4-5μ の球形に

近い楕円形である。これはアカパの後者の型，即ち球形型とほぼ一致するが，

精子襲が少々小型であること，体の形朕及び皮層細胞に顕著な差が見られる。

雄性器官の形肢から，アカパの球形型はマノレパアカパとアカパの楕円形型と

の中間型と考えられる。終りに終始懇切な御指導を賜った山田幸男教授に謹

んで感謝の意を表する。

Summary 

In the male plant the entire surfa巴ebecome fertile. 
The cortical cells are cut off in turn by walls which are parallel or some-

-20ー



吉田: 中国におけるアサタザノ Pに関する研究の紹介 21 

what perpendieular to the frond (Fig.4¥ The eells so formed are speロnatan-
gial mother eel1s. 
The spermatangium first appears as a protuberanee whieh arises from the 
distal part of 也espermatangial mother eell. As the s昭perma組，n沼頃g凶ia叫1P戸roω，tu由be-圃

rance develops， the nueleus enters into mitosis. After ∞mpletion of mi句sis
one doughter-nucleus enters into the spermatangial protuberance， while the 
other remains in the spermatangial mother cell. Sequentially the spermatan-
gium is eut 0'住 bythe wall which is formed: O'bliquelly or parallel 副首lebase 
of' the' spermatangial protuberance (Fig. 1，2，8). 
The male :reproduetive organof N. yendoana has two types， e1liptic-(Fig. 
1) and grobular-type (町g.2). The male reprodutive organ of N. tenuipes (Fig. 
8) is formed in th:e sa，me type as in the grobular句peO'f N. ye'吋 oanα.

交献

NEWTON， L.: A Handbook O'f the British Seaweeds. 1981. 
TOKIDA， J.: On' the 50・ealledDilsea edulis of Japan. BO't. Mag. TO'kyO'， VO'l. 57， 
1948. 

中国に b けるアサクサノリに

関する研究の紹介

吉田忠生
{九州大学農学部水産植物学教宅)

最近，次に掲げる曽呈杢，張徳瑞両氏の「紫莱的研究」と題する論文を

読む機会を得た。この論文は第3報まで出され，多数の附図を含んでいる。

内容は充分に検討する必要があると思われるが，この中には現在日本でも問

題とされているいくつかの点を含んでおり，これに関心を持っている人達も

相当多いと思われるので紹介したいと忠弘まず各報毎に抄録を行い，その

あとこれら論文の特色を摘記したい。なお，抄録は筆者が中国語に通じてい

ないため主として英文の Summaryを基礎とし，又，必要に応じて本文や附

図を'ï~l読した.

曾基準・張徳端: 紫楽的研究

1.甘紫菜的生活史

(植物学報， 8 (8): 287-802， Pl.I-V (1954)) 

1. アサクサノ 9PO叩hyratenera KrELLM.の果胞子は糸状の Conchocelis・
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stageのみを作ることが出来るという証明が得られた。果胞子培養中に"正常"なア

サクサノりの薬体が発達するのは，その培餐に混じた単胞子のまF在に帰せられる。
2. 水温が15-17'C叉はそれ以上になると，Conchoceli8は膨大した細胞を生じ，

成熟するとその細胞は無性胞子となる。この胞子に対して“Conchospore"(訳註ー中

国語では殻砲子)という名前を提出する。Conchosporeは単胞子と同じ方法で発芽す

る。そして POr'j日hY7.aの普通な禁状の段階を生ずるものと思われる。

3. まだ実験的な証拠はないが， !JIf~ト観察に基づいて， conchosporeは水温が

20-:盟、C以上になると葉状 Porphyraの媛小形を生じ.*'温が2ÔC以下になると正

常の業体になるものと信じている。

4 媛小形の業体はI直径数mmから 1-2cmである。これらは疋常の葉体の単胞

子に似ているがずっと小さい単胞子によって増補する。媛小形の葉{本を遜過すること

はPorphyrαの生活史において脇道であると考えられる。東の水温が比較的低い 17

-20̂C以下の機な処では PO叩hyrαの媛小形の段階は金〈除かれる可能性がある。

第ー報欄箇 L 甘紫楽生活史表解
日前生活奥各階段与青島i毎商水温之関係)
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5.. Porphyr，αの生活史の主要な要素は，有性生繍によワて果胞子，それから

conchosporeを作る糸状の段階 (Conchocelis)を生ずる禁状の段階(普通のアサクザ
ノリの業体)である。

以上の第一報について気づいた処を次に摘記する。

i. 用語について

著者はこの論文の中で Conchocelis'に生ずる無性胞子に新しく concho-

spore ;1ごいう言葉を用いているが，これは中国語の「殻抱子」の訳語である。

日本ではこれまで Conchocelisに生ずる胞子は単胞子 (ROS.ENVINGE，1931)， 

Por.Phyraの葉体に生ずる無性胞子は単胞子又は中性胞子(黒木， 1952)と呼

ばれて一定していなかった。この論文では Conchocelisに生ずる無性胞子を

conchospore， ProPhyraの葉体に生ずるものを単胞子としている。

Conchospore (殻抱子)という新しい言葉を日本でも採用すべきかどうか

分らないが用いやすい言葉ではあると忠弘

ii. 生活史について

a) アサクサノリの果胞子がすべて糸蹴の Conchocelis-phaseになるか

どうかについて疑問を持っている研究者が多いが(須藤， 1955)， 黒木 (1953)

は果胞子培養中に“正常発生"したものは混夜した“中性胞子"によるとし

ており ，Bangiaでもこれを認めている (1954)。この著者等も全く同様で果

胞子は必ず糸肢体になると割切っている.

b) この著者等は所謂夏ノリに「初夏型J，r夏相J，r秋型Jの3種類を
区別しており，これら夏ノリは普通の Porρhyraの体とは， (1)大きさが数
mmから 1-2cmであること， (2)細胞が小形であること， (3)性細胞を作らな

いことで本質的な差があるとしている。

c) 野外観察その他に基づいてアサクサノリの生活史を図示している。

これには育島附近の水混との関係も加えられている。しかし実際に温度のわ

ずかな差によって conchosporeが色々な型の体になるという点に問題があ

る様に思われ，夏ノリと普通の葉体との聞に本質的な差が認められるかどう

か疑問であり，もしこの差が外見的なものとすればこの schemaは，もっと

簡単になるのではなかろうか。

とにかくこの schemaで特色ある点は夏ノリを side-issueとしてではあ

るが認めていること，果胞子が必ず糸JI}(体となり，夏ノリもすべて Concho・

celis-phaseを通って作られるとしたことにあると思うが，夏ノリについては

最近黒木(1955)もアサクサノリのマノレパ型に夏ノリがあることを報告してい
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~。夏ノリが必ず Conchocelis を通って生ずる様に図では芳えられるが，本

文には記述がなく疑問であり，これらの点は検討を要する。

11. 甘紫菜的赫献体階段及び其殻抱子

(植物学報， 4 (1): 27-46， PI. I-IV. (1955)) 

1. 東洋において重要な海産物であるアサクサノ Pの大規模な養殖の際，胞子の起

源に関する問題は最近まで知られていなかった。これは養殖業者百たでな〈科学者にと

っても興味ある問題である。持に日本の滋類学者にとっては，これまで震要な問題で

あづた。我々はE見守主では青島や，それと同様な条件の地方で秋に突然，大量に現われ

て，溺や他の基物にワいて，よ〈知られているアサタサノりの葉体に発達する胞子は

Porphyrαtenerαの Cωwhocelis'phaseからの conchosporeであるということを

証明するのに充分な証拠を持っている。これは次の様な事実に基づく結論である。

1. 我々はカキの一極 OstreαcucullataBORN.の殻の中に Conchocelisが豊

富に成長しているのを発見している。 この貝は Porphyrαの豊富な成長が見られる

地域のi朝千帯岩上に最も普通な殻を生ずる告書脊椎動物である。

2. 実験室においてハマグリ Meretrお meretrおL.の殺に培養した果胞子ょ p

発した POγ'phyrαtenerαのC01ωhocelis・ph邸 eを成熟させ胞子を作らせるのに成功

した。培養液H の中に 1，200，000~ 1，500，000ほどの conchosporeが見られる。これ

らの conchosporeを竹やシュロの繊維上に集め，実験室内と海水中でt苦養した。胞

子は4週間後に 1-2mmの Porphyrαの業体になづた。

II. Conchocelis rosea BATT. (今では Porphyrαの C仰 chocuかphase)の形態
学に関しては，務類学者は特に次の様な8ヮの系統学

的に重要な特徴に関して非常に異なった意見を持って

いる:

1. 色素体の構造:我々は色素体の構造が発育，

成長の段階によって異なることを示した。 PO叩hyrα

の果胞子のときには色素体は不明瞭で幾分拡散してい

る様に見える Conchocelisの糸状部では色素休は板

状叉はりポン状 conchosporeを生ずる細胞列では

成熟すると， 明らかな pyrenoidを持った星状色素

体 conchosporeの時には色素休は再び不明瞭にな-

!J ，色素は今拡散の状態になる。

第=報園版1I18園 2. ROSENVINGEが示唆した織に pit.connect司
成熟中的膨犬細胞分校，有 ionは明瞭で隣接絢胞との細胞質主主ー締ははっき pと存
的細胞fJ.:作最後一次分裂

在する。

3. Conchosporeの位置は Erythrotrichω-typeではなし胞子援の原形質は

すべて胞子形成に関連している。我々は多〈の成熟した胞子援において， 1つの細胞

内符のすべてが2つの胞子に分割されるのを見ている。
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(訳註， この点に関して本文を引用する。『…
…捻何還音到ー鏑施人未雪報告遜事実:子蜜
成熟時常有分裂為両個抱子的現象，分裂方向

多数為機製，但也有縦裂和紙製的情況。』 叉

附図を参照されたい。)

IlI. このー違D]命虫こv第一)Il-c:!是キは Por-
phyra tonora KrELt.M.の生活史を要約した。
我4はこの論文で温度却、C以上のときには

ωnch回.poreが放出きれないことを示したの
で，夏型の小さい葉体 (summerdwat'f)は初
夏処Dものv単l包子からのJ;I.由来するものであ
ると訂正しなければならない。

i. 用語について

著者は本報において Conchocelis-phaseと

用いているが，第一報ではConchocelis-stage 

を用いている様にこの2つの表現を混用し

同義に用いている。瀬)11 (未発表)の意見に

よって， Conchocelisはそれに特有の生殖細

胞を有しており，アサクナノリ生活環中の

1つの明らかに区別された時代， .generation 

一~ -

第三報図版1119園

受精果胞第一次分裂的前期，

m対中的染色質聯会或交叉
的筒形顕然

であるから段階 stageというより，時代 generation又は，相 phaseを用

いた方がよいのではないかと忠弘後者の用い方は DREWの表現と一致す

る。尚，この点、について SM[TH(1955)の Porρhyraの保下での stageの用

い方にも問題があると思う。

ii. Conchocelisの形態について

ROSENVINGE (1931)は Conchocelisを picricacetic acidで処理すると

fertile cell-rowにおいて pit-connectionがあることを見ているが， この著

者等もこれを認めている.これは著者も奮いている様に Bangialesに属する

POゆhyraの一時期に真正紅藻類に普通な特徴がみられることは興味ある事

実であろう。尚図解には fertilecell-rowばかりでなくそれをはずれた部分

にも示されている。

ここで著者等が新しい発見として記していることとして，Conchocelisの

fertile cell-rowの1つの細胞が成熟時に横，縦又は斜に分裂して 2個の胞子

を生ずるということがある。これまでこの様な事が記載された事はなく，事
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実とすればこれも亦注目すべき事柄であろう.

111.紫薬的有性生殖

(槌物学報， 4 (2): 153-166， Pl. 1 -IIL (1955)) 

1. アサクサノリ Porpkyrat6nera KrELLM.の遺呆器は，成熟すると精子が
附着する糸状突起を片側叉は両側に闘す。受精後，その突起は有効な受精のための一

時的な務官である ζ とを示して渇果器自体の中に引込み，実際に自身の被を持ち受精

後枯死する 1個の細胞であるdtiE紅言葉類の民の受精糸に同定さるべきものではない。

民正紅濃の誕の受精糸はこの様な構透から遜化したものであるうから，この様な構造

を“prototrichogyne"(訳龍一中国語では原始発椅糸)と呼べるだろう。

オユアマノリ Porpkyrαdonta.tαKrELLM.とマルパアマノリ P.8 uborbiculata 

KrELLM.では prototrichogyneは発見されない.それでも遺果骨量の原形質は9卜部へ

突出しようとする傾向を持っているが，勝賞践の厚さと竪さのために，そうすること

を妨げられている様である.詰果として prototrichogyneを作る傾向は， すべての

Porphyraに存在するが，際貿膿の厚吉と竪さの遣いによって殆ど認められないもの

からよ〈伸びたものまで突出の種4な程度があると考えられる。

2. Porpkyra t6畑 raKJELL肱の稽子は prototrichogyr胞に附着後，細い細

胞質糸を含んだ非常に繊細な突起を出し，その突起は際貿膜を過して穿入し，精子の

内容はその中を遜って織の原形.${に入る.これはチシマクロノリ P.umbilical'必ι.)
KUTZ.において，しばしば記載されているものと同じである。 PO叩kyradonta.ta 
KJELLM.においても同様な靖子の突起が観察される。そこでこの現象はい〈つかの

積に独蜂なものでなし Porpkyraのすぺての種に一般的なものと思われる。国枝は

精子が prototrichogyneに金〈傘込まれてしまうという全然違った受精の方法を記

載している。我キは P.t6nera KrELL'はにおいて同様に見える現象を見たが，注意

深い観察と実験の後に巻込まれた精子と思われるものは実際には伸びたprototricho・
gyr胞の先端であ孔色キな操作でな〈なると結論する。

3. 我キは遺果骨量の中で雄犠両核の実際の融合は見ていないが，雌の原形質の中

に精子核があるのを多数例，叉少数例では犠核が卵銭と殆ど接触しているのを見てい

る。港果瀞の最初の細胞分裂前期に5対の染色糸(その内2本は長<3本は短い)が

対合しているのが観策された(訳註ー附図参照)。締母細胞の最後の細胞分裂前期に5

本の染色体が見られるから.m呆器の中で維機核の融合が起ると結論される。
4. ~'構造果器の最初の細胞分裂甜期}こ対合した 5対の染色糸を観察し，叉同時

に港果器の第2. 第8細胞分裂の前期に5本の染色体を見たので，我4は遺果務の最

初の分裂が減数分裂であ!J.こうして作られた果胞子は単欄であるとU寸結論に至る.

最近DREWはPorpkyraのf好調果胞子は実際に有性生植の結果111来たものかどうか

という疑問を出し，しばら〈の1m.呆胞子という術2奮をさけた方がよいと言っている。
君主キの研究からこれらの胞子は Nemαlionのものと同様に単欄であるけれども実際

κ呆胞子であることにもはや疑いはない。
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吉田: 中国におけるアサタザノりに関する研究の紹介 2!l 

(訳註ーここで用いられた細胞学的研究の方法については本文に衣の様に記され

ている。

『受精通科!中有関細胞核的動態与変化的観祭需要預先勝蕊体切片，染色.但紫楽

的細胞核比中掛川、.而且色素体彼犬，経過染色後核常事通・色素f本遮在，有時核与色

素体混抱一起，要将乞門分別出来非常困難，英霊不可能. 因比;我例試験了許

多種染色方法起初応用切片技術上Jirr常期的鉄線蘇木精，蕃紅等方法，但結果都不
能令人情意.最後応用字霞根核反応法オ得到良好的結果』

この様にFeulgen反応が用いられているが，固定波その他については記載が
ない.)

i. 用語について

アサクナノリの carpogoniumが成熟すると突起を一方又は両側に出す

ことはよく知られているが，この突起は「受精毛J(国枝， 1939， etc.)と呼ば

れたり， r受精毛欣突起」と呼ばれたりして来た。著者等はこれに“prototri-
chogyne"という名称を与えている。この言葉も conchosporeと同様，採用

すべきかどうかには議論があると忠われるが，便利な言葉ではある。

ii.受精

これまで P.umbilicalisにおいて spermatiumが carpogoniumに附

着後，細い管を出してその中を，雄精核が通過することが報告されている

lGRUBB， 1924， etc.).国校はこれを異常であるとし， spermatiumが carpo・

goniumに“engulf"されてしまうとしている。著者等は P.teneraについ

て観察して P.umbilicalisの場合と同様な結果を得ている点が注目されよ

う。

iii. 減数分裂

アサクサノリの核分裂については先ず石川 (1921)がn=3で，受精直後

に減数分裂様の核分裂をすると述べている。しかし最近 MAGNE(1952)は

P. linearisで受精直後には meiosisは起らず， carposporeは 2n=8であ

るとし，藤山 (1955)も同様な観察 (P.teneraでn=4)をしている。著者等

はこれらと違って P.teneraでn= 5， meiosisは受精直後に起るとして受精

後第一分裂前期の図も与えている。この様に藤山の結果とは染色体数も違っ

ており， meiosisの時期も違うようである。 しかし著者等の材料は岩の上に

も生ずることを記しているので，はたして日本の P.teneraと著者等のもの

と同一物であるかどうかという点に疑問の余地を残している。この様に全く

呉った結論がH¥ているのであるから再検討を試みることが必要となって来る。
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おわPにこの文を草するに当って多〈の有益な御助言を賜!J，校閣の労をとられ

た九州大学農学部瀬川博士に深謝の意を表する。

附記: この抄録の原稿を奮いた後に.雪，張両氏が第一報で報告した生活史を訂

正している1)ことを知った。それによると

1) Conchoceli8は水温15-20'0においてのみ殻抱予を放出するのであ!J，初夏

型を除いて他の型の変ノリは 20'0以上で生ずるから，それらが妓抱子から生ずるこ

とはない。

2) 各種の]f[ノPの区別は絶対的なものではなしそれらが一定温度範囲内での

み生ずると考えるのは機械的である。

3) 夏型のJf[ノリが温度が下ると普遁の業体に転化するというのは実験室内で得

られた事実で，野外では変型の夏ノリは~月にのみ生ずるものであるからこれから

直接普通の業体に変化するのは事実上不可能である。

という根拠から訂正を行い，もとの図解よ Dも分pやすい図を示しているので，

ζ こにその図を掲げるく本文22頁・第一報繍図1.)。
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利尻島の採集から

秋山優

稚内からほど速くないほほ25マイルの海上に浮ぷとの島は，海藻の分

布から考えると，海水というその条件からみても，必ずしも本道からは地理

的な隔離をうけているとはいい難い.ところが淡水藻の分布から考えると，

その生態上からも生理的な隔離条件をもっているかのようである。今夏の採

集もこのようなところから利尻島一帯の湖沼についての調査を試みたわけで

ある。

実際に淡水藻の採集といっても，利尻島における湖沼の分布というもの

は必ずしも豊富というわけではなく，島内には二つの主だった〈ひめ沼〉と

《オタドマリ沼〉とがみられるだけである.ところがこの二つの湖沼は，そ

の生物分布上からみると極めて対照的な湖沼型に属していることが考えられ

る。そのひとつである《ひめ沼》は比較的高地の針葉樹林地帯にあり，その

一端に湖水の流出口をもった流水性の湖沼で，この為にその中に検出される

生物層も比較的広範囲にわたって居り淡水藻としては，

Anabaena， Lyngbya， Calothrix， 

Dinobryon， 

Cosmarium， Staurastrum， Zygnema， Mougeotia， 

Stig，ωclonium， Athanochaete， 

Bulbochaete， Oedongonium 

などが多量に認められ，いわゆる富栄養型湖沼の一例をなすものであり，ま

たこの沼にみられる

浮島の存在も，ひと

つの特徴ある景観を

かたちづくっている

ようである。ところ

がもうひとつの《オ

タドマリ沼〉は，海

岸からほど速くない

平地に形成された止

側帯跡 3事&

I:~ご3

-29ー
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30 草草類 第 4~ 第 1 号昭和 31 年 5 月

Photo 1. ひめmの浮島
Photo 2. オタド・7 リ?召にみら
れるヒツジグサr.t落

水性猪71<.引のiBで，またその近傍ー;1日ーは醇苔植物併を主体としたいわゆる泥

炭性i;Jf，原を構成するもので，従って71<.'[1も215褐色を;IWびた酸度の高いもので，

またその中に検出される藻類も

Cosmarium， Staurastru1n， 

Scenedesmus 

を数うるに過ぎない非調和型の特徴をあらわしている。との点まえに述べfと

《ひめ沼》とはいちじるしい対比がみられるわけである。

広さの点から考えても 《ひめ沼》の約三倍の大きさをもっこの沼，こと

さらにその生物!習の貧弱さから幾分のものたりなさを感じさせるこの沼にも

ひとつの楽しみがある。それはこの沼の一端にくりひろげられた 《ひつじぐ

さ〉のf，'[¥稀である。開花不におとづれる採集者ーにとってはことさらにそれは，

孤島利尻のひとつのなぐさめともなってくれよう。(旭川来高等学校〉

デンマルクの一日

山田 幸児

昨年7月14日から 18日迄ノ ーノレエ{の}ロシドハイム市において第2

回国際海部明門討議会が開1iHされ，それに:1"席する為 7)171=1の未明に羽聞を

発ち途中 ð~l(乙の Wilhelmshaven に:"7・寄った後 26 年振りにデシマノレクのコペ

γハーグシi!iを訪れた。岡地にはH円不n4年約1iii前月程トlii;(下ーして当時植物問物
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山田: デシマルクの一日 31 

館で仕事をしていた Dr.BoERGESENの許で勉強したことがあったので私に

とっては誠に懐しい思出の都である。 尚同地の大学の植物学教室にはProf.

ROSENVINGEが在世中でかの有名なPhyllophoraBroadiaeiとActinococcus

subcutaneusの仕事をしていられた。当時のその助手Dr.SOREN LUNDが今近

郊Charlottenlundの水産研究所で仕事をして Prof.ROSENVINGEの後をつい

でいる。それであるから私は此度この会議へ出席出来ると決った時早速 Dr.

BOERGESENにも Dr.LUNDにも手紙を出して是非お自にかかり度いと申送っ

た処喜んで御待ちするとの返事をもらった。唯Dr.BOERGESENからは自分

は今 HeIlebaekに住んでいるが己に老齢なのでヨペシハーグシ迄出かねる

から此地へ一訪ねて呉れないかとの事であった。 HeIlebaekは此の前にも招か

れた事があるので是非お訪ねすると返事を出しておいた。

昔の汽車や汽船による悠長な旅とちがって飛行機の旅は全く手っ取り早

い。 7月7日の未明に羽田を発ったスカシヂナピヤ航空会社の飛行機は8日

の夜には独乙のハシプノレグに著いた。そこで翌9日には Wilhelmshavenへ

行って其の地に泊り， 10日の夜にはもうコペシハーグシへ著いて了った。早

速航空会社で予約して質ったホテノレへ行った所が既に Dr.Lundの置手紙が

あって明日午前9時に又訪ねて来るから宿で待っていて呉れ，一諸にHeIle-

baekにDr.BoERGESENを訪問し様とあった。

翌日日天気は好い.早く目が覚めたが6時前に起床して早く朝食をすま

せ，附近を散歩する。宿は繁華な中央ステ~ì/ョシの直き傍なので非常に賑

かでこの附近は昔と余り変らず歩いていると段々25年の昔を思い起す。人道

には丁度ì/~ズシとみえて毒を沢山売っている。大きな，実に見事なもので

特に大き-なものは直径3寸位のものがある。 9時前宿に戻って待っていると

間もなく Dr.LUNDが来て呉れた。そしてHeIlebaekへは午後行く事にして

あるから午前はこれから直ぐ自分の試験場へ案内仕様というので直きにー諸

に出かける。 この Charlottenlundというのはゴぺシハーグシの北の郊外で

中央ステ{νョシから電車で30分内外。昔の王様のお域で実に気持ちの好い
場所にある。同氏はここの algologistでlibrarianを兼ねている由で library

其の他を見せてもらう。尚同氏は目下グリーシラシドの海藻をやっている由

でそのマヌスクリプトを見せて呉れたが色々と非常に面白いものがあるとい

う事であった。それから再び市中にもどりレストラシで昼食の御馳走になる。

丁度附近のカナダの領事館に奉職中の夫人も来て食事を共にする。夫人に
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32 言葉類 第 4!1き第1号 昭和31年 5月

は初対面である。食後夫人に別れて

Dr. LUND の案内で愈々 Hellebaek

へ向 う。その処から約1Il寺間電車で

Helsingor迄行き間合の小さな汽I¥i

にのり替え間も なく目的地に着く 。

大した待合室もない小駅で司m'かなブ
ナ林の中にある。駅には Dr.BOER田

GESENの令嬢が迎えに来ていて呉れ

た。此の前来たH寺に矢張りこの駅ま

で迎えて呉れた令践で当時10放イ立

の子供であったが今では立派な一人

Fig. 1. CopenhagenのBotanical 前の姉人である。前rかなブナ林の間

Museum。植物闘の一隅にある。 の径を通って 4，5分で裏門の前へ:1-¥

る。そこから立派な庭悶に入った所主人[今、白い日よけのl帽子を被って庭まで

::1:¥て見えていたので 26年振りで対而をした。 非常に喜ばれ， 自分も大変に

姑しかった。直ぐに庭を案内説明して泣い宅に行く。玄関前には夫人も礼lえ

られ今日は天気が好いから外でお茶を用意したとの事で海に面した木蔭でお

*のもてなしにあずかる。色々話がはずんだが矢張り 年齢で主人は余 り訊ら

れず夫人と令嫌がしきりに取りもた

れる。途中で主人は小生のみをさ

そって1!}粛に入り先般から手紙で論

じ合っていたマク リチュヲス sii.の

Gelidiopsis scoρarzaの件にl叱いて

話合った。これは間同士が此穫に同

定された桜木の写真が自分にはどう

しても此の混とは忠、われないので其

の旨を75送った処早速同時士の考え

を云ってよこされ，繭来何回か手紙

をやりとりしていた問題でーあって，

これはがi!司自分が帰 りにパ リーに立

寄る際そこの Montagneの Type

sp巴Clluenを見た上最後の決定をイL

Fig. 2. Dr. F. BOERGESENとDr.

SOREN LUNDo H巴llebaek の Dr.
BOERGESENの庭闘にて搬す。
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山田: デ、ンマノレクのー・H 33 

様とい う事で務付いた。それから又

皆の賄に帰って団接に力nったがe門く

して令嬢は我々を誘って前の海岸に

降りた。一':wの砂浜で海水浴にはi盛i
当な場所である。 Fucusvesiculosus 

や Ahηieltiαρlicata等が11"揚げら

れている。此辺は対岸のスエーデン

に近い処でその家々が近くに見え

る。再び躍にあがり家に入ってうな

がされる怖に訪問者名千万に署名をし

た。主人 l土 217い名j~i: を繰って自分が

以前に此所を訪れたl埼:の署名を見せ

て呉れた。 1929年 7月711 東京山III

幸りj と ある。そしてその大きな古 J!f~

Fig.3. Dr. SつRENLUND とDr・-
BOERGESENの令憾。 Dr.BOERGESEN 

の庭l刻にて搬す。

な主でディナーのもてなしに4j-った引を忠いLI¥す。 fm、々皆に別れを告げて令
鋭から出の，ll!iををきっ1ら氷山にl吹きJ.JiIjった花竿iを見ていると主人が又iJ¥て米

られてリンネ II.!.がl咲いているとて (1らその花をとって乎波されたのでとを設

けて手帳のII¥jVとl'i1iんだ。何しろ此の曜は立派なもので突に色々な話d'tiの植物

Fig.4. 第2図と |百]。

が世料名i也から女J-く 集めてある。 ヒ

マ ラヤのものも多い。クリ ンソワ J:~

の他サ クラ Yヲまtiの東洋のものも齢

なくない。丁度花盛 りである。ヒマ

ラヤj主の Mechonoρsisのl{iliが大

きなノレリ色の奇麗な花をつけている

のが目をひいた。省って(川県を受け

て悠々札幌から送った石崎地が池の

nilに立っている。段々にコクが1'1・い

てよくなったという。又メタセコイ

ヤの117も見事に行って"C::Jさi妊に 1丈

にもなる。以liiiゴペンハー ンーソの問

物却で(1:'J[.をしていた|結成 ':ÿll~1 分の

羽しの」ニに Dr. BOERGESEN の1mJ学な
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メツセーヂを記した名刺に添えて咲きたてのオホヤマレングの清々しい一花

が添えてあった事も忘れない.後できくとこの苗はもう 50年近く前に故遠

藤吉三郎博士から送られたものだという事であった。とも角比の庭を見る為

にSwedenの王様も何回かことを訪問されたとの事である。再び主人に左様

ならを告け'て停車場へ赴しこの令嬢はいつも客の案内をされるらしく世界

各地から比の地を訪れる藻類学者を好く知っていて，停車場で汽車を待つ閉

その噂等をした。総て汽車が来たので令嬢に別れて Dr.LUNDと二人でコぺ

シハ{グシに帰り今度は Dr.LUNDの宅に行く。夕飯に招待されているので

ある。夫人は巳に帰宅して用意をして我々の来るのを待っていて呉れた。奇

麗なアパ戸トで気持の好、い住居である。話によるとゴぺシハーグシも御他聞

にもれず住宅難でζの様なフラットを借りるにも仲々容易でないと云う。夫

人心尽のおいしい料理の御馳走になり食後躍が出たので今朝町で見た大粒の

革の話をした処，近頃どんどん大きいのが出る様になったが余り大きいのは

見た目は好いが味は余り好くないとの事であった。食後又Vエリーi西等をの

'み乍ら亡くなった Prof.ROSENVINGE其他各国藻類学者の噂，パリ{の植物

学会の話，先年出席したエデンパラの第一回国際海藻専門討議会の話，それ

からつい先日帰ったスペイシへの旅の話等をしている内に大分夜も更けたの

で別れを告げ宿に帰った。然し空は未だ全くは暗くはならない。丁度夜明け

前の様に彼方の空はうす明るい。

日本を発ってから僅か数日，二十数年も互に相見なかったなつかしい人

々に会い，古くになちんだ土地をふむ事が出来て過した楽しい一日は今とな

ると又夢の様な気がしないでもない。(北海道大学理学部植物学護士室)

北米南加大串の AllanHancock Foundation 

に於ける海藻研究鹿止さる

Pacific Sci組 ceA鑓 O巴iationの太平苛植物学委員会に属する滋領小委員会の最近の

報告(1955!q;10月11日附発迭の小委員会第1報)によると，表題の研究所は今まで活糧費に

行われていた海凝の研究を，他の海産生物研究の大部分と共に，打ち切ることになづたこ

とは甚だ遺憾であ!J. Dr. DAWSONのメキシコ附岸の海議アロラの報告も完結を見ない

ことになるのは長も不幸なことであると記しているo かつて同博士来遊の際， HANCOCK 

氏が近頃テレビジョンに凝っていて海洋生物の研究は将来どうなるか心、配だと洩らしてお
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られたことと思い合せて愈々打ち切ることになったのかと残念に思う次第である。lIAN-

c∞K所長は老齢のため昨年T月1日で引退された筈で，その後，研究所の機構に変化が
起きたのであろう。(時国郷)

Dr. ELENA S. SINOVA女史(ソ連)の橿去

レユングラー Vの科学院植物学研究所隠花植物部門に属して戦前まで海獲の研究を活

漫に行っておられた Dr.EL副 ASTEPHUROFNA SINOVA女奥とは，研究地織が泣い関係

上，筆者は皐〈から文書Eし論文及び様本の突換などを行っていたが，戟舎と共に文通もとだ

えてしまい，終戦後女史の消息が必にかかっていたところ.1955年暮.Mi鑓A.D.ZINOVA

という未知の締人から自著のアカダミー出版海藻畿科書u量を贈られたので，同挫である
しSINOVA女史の消息を知pたい旨を礼状に書き加えておいたが，最近その返辞・があった。

それによると S[NOVAは自分の伯母で且ヲ畿師でおって，伯母は戦争の最中.1942年に，

当時閉鎖されていたレーングラー γで死亡したとのことである。ここにSINOVA女史の逝

去をお伝えし.t，、からの弔意を表するものである。A.D.Z[NOVA女史は閉じ研究所に属し

ていて，現在，樺太と千島の海藻を研究中でるるという。上記畿科書巻末の文献の中に，

白海，ムルマン海の海藻，あまの!1.だるす，ぺにふ〈ろの!1.などに関する自著6鰭を

も列挙している。(時閃郷)

新著紹介

岡村金太郎著

日本海藻誌第二版

本書は周知の如〈昭和11年発事j以来我国海護学の宝典として我近海の海議研究調査

に際しては不可欠の嘗であることは述べる迄もない。然じ長だ残念な事には其の後第三阪

の刊行が後れていた為入手の法な〈海藻学界に於ては非常な不便が慾ぜられていた。併し

此度愈4その第ニ肢が刊行の蓮となることは誠に喜びに犠えない.J止の第コ版刊行の後れ

た原因に就ては其の貴筆者に存する事が砂〈ないので，此処に少し〈其の聞の毒事情を謹べ

ておき度いと思う。

顧れば宮正に数年以前になるが発行所内回老鶴岡は本書の再販発行を企商，著者の踊子

岡村一郎氏と共に筆者に，かねて故岡村先生との御話合による本舎の迫補と共に刊行いた

し度き旨の話があ!1.其の際の相談によ p再販は初版業の健としま曾補の部は金〈別冊とし

て同時に刊行，以て初版の所有者の使をもはかる事とした。処が筆者其の後身辺多忙で増

補の官官還キとして進行せざる為滋に此1ft再販の部を先ず刊行，増補のmtは悌力平〈に之を
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取 pまとめ追って刊行する事となった衣第である。本番初版刊行以来既に20年を経る放

に記殺されている種の内には多少名称の変更等也あるが，困よ pその記載の価値は之によ

って少しも損われるものではなし我国務穫の研究に当って不可欠の宝典であることは

20年前と少しも変らない。術この20年聞に我が7ロラに追加された穫については目下編

纂中の増補の部に於て変更された種名等の訂正と共に記載文等が与えられる予定で・ある。

此処区本書q;>再販刊行を籾介しその刊行遅延についての筆者の鐸を謝する次第である。

(山岡幸男一北海道大学理学部植物学教室)

皐曾鎌事

去る 4周6日東京都に於て行われた昭和31年度日本水産学会大会第s日目の講演終
了後，新崎盛敏・須藤俊遺両氏の御世話のもとに会長他会員約30名が集まって懇親会を催

し極めて盛会であった。和1この会合の開催については時間的余滴な〈全会員にお知らせで

きなかったことは溜織であった。叉当日種キこの会合のために侍別の御厚意をいただいた

会員協和畿酵工業株式会社東京研究所木下祝郎氏に謝意を表します。

御知らせ

日本藻類学会第4回総会開催

来る7月n日から 14日迄日本植物学会第21回大会が札幌市，北海道大学で開催さ
れるに際しその前日7月11日に本会本年度総会を開催の予定です。 向詳細は決定次第御

通知いたします。
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会民言者，l]から大{本次の事柄 を御含みのJ二投悩を期待します。
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